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大
阪
府
、
大
阪
市
、
（
財
）
大
阪
府
人
権
協
会
、
（
社
）
大
阪
市

人
権
協
会
、
識
字
・
日
本
語
連
絡
会
が
共
同
で
二
○
○
二
年
四
月

に
開
設
し
た
「
識
字
・
日
本
語
セ
ン
タ
ー
」
が
、
情
報
提
供
や
相

談
業
務
ほ
か
様
々
な
活
動
を
本
格
的
に
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
大

報
告’

九
六
○
年
代
に
始
ま
り
識
字
運
動
に
よ
り
大
阪
府
内
各
地
に
広
が
っ
た
「
識
字
学
級
」
、
一
九
九
○
年
の
国
際
識
字
年
を
契
機
に
開
設
さ
れ
た
公
民
館
等
で

の
「
日
本
語
よ
み
か
き
教
室
」
、
一
九
九
五
年
頃
か
ら
新
渡
日
外
国
人
（
出
身
者
）
の
増
加
に
呼
応
し
て
民
間
人
・
国
際
交
流
団
体
等
が
開
設
し
た
「
外
国
人
の

た
め
の
日
本
語
教
室
」
等
に
対
し
て
、
二
○
○
二
年
度
大
阪
府
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
調
査
結
果
か
ら
、
こ
れ
ら
の
教
室
の
現
状
と
課
題
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
真
の
「
多
文
化
・
多
民
族
共
生
社
会
」
を
創
る
「
鍵
」
と
も
言
え
る
識
字
・
日
本
語
学
習
支
援
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
。

一
は
じ
め
に

大
阪
府
の
識
字
・
日
本
語
教
室
の
現
状
と
課
題

Ｉ
大
阪
府
教
育
委
員
会
「
識
字
学
級
等
調
査
」
か
ら
Ｉ

阪
府
教
育
委
員
会
が
府
内
の
「
識
字
学
級
」
「
日
本
語
読
み
書
き

教
室
」
「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
」
等
の
実
態
を
把
握
す

る
た
め
、
各
教
室
に
協
力
を
求
め
て
「
識
字
学
級
等
調
査
」
を
同

年
一
○
月
か
ら
二
○
○
三
年
一
一
月
に
わ
た
り
実
施
し
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
方
式
で
は
な
く
、
調
査
を
承
諾
し
た
教
室
に
あ
ら
か
じ
め
「
調

査
票
」
を
送
り
、
筆
者
を
含
む
二
名
の
調
査
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
地
域
の
教
室
を
開
催
時
間
帯
に
訪
問
し
、
可
能
な
範
囲
内
で
教

福
島

和
子
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大阪府の識字 本語教室の現状と課題5９ 

調
査
開
始
前
、
大
阪
府
内
で
営
利
を
目
的
と
し
な
い
「
識
字
学

級
」
「
日
本
語
読
み
書
き
教
室
」
「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
」

は
約
一
七
○
と
予
測
さ
れ
て
い
た
が
、
調
査
期
間
中
に
新
た
に
三

○
余
り
の
教
室
が
あ
る
と
わ
か
り
、
調
査
終
了
時
点
で
一
九
八
教

室
の
存
在
を
確
認
し
た
。
そ
の
う
ち
調
査
の
趣
旨
を
理
解
し
調
査

票
の
質
問
に
回
答
し
た
一
九
一
教
室
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
大

阪
府
教
育
委
員
会
地
域
教
育
振
興
課
の
承
諾
を
得
て
執
筆
す
る
こ

と
を
先
に
述
べ
て
お
く
。

調
査
の
目
的
・
対
象
・
期
間
・
方
法
に
つ
い
て
は
述
べ
た
が
、

今
回
の
調
査
で
は
各
教
室
の
学
習
目
的
が
、
日
本
語
は
話
せ
る
が

読
み
書
き
に
不
自
由
し
て
い
る
人
々
の
た
め
の
「
識
字
」
か
、
外

国
人
の
た
め
の
「
日
本
語
」
か
、
「
識
字
」
と
「
日
本
語
」
両
方

な
の
か
を
問
い
、
そ
の
回
答
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
を
「
識
字
教

室
」
「
日
本
語
教
室
」
「
識
字
・
日
本
語
教
室
」
（
以
下
、
識
・
日
教

室
見
学
を
し
て
、
調
査
票
の
内
容
に
沿
っ
て
教
室
運
営
者
、
学
羽

者
、
学
習
支
援
者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
と
い
う
方
法
を
と
っ
た

こ
の
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
は
ま
ず
「
識
字
・
日
本
語
セ
ン
タ
ー
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
教
室
紹
介
」
に
反
映
さ
れ
、
二
○
○
三
年

四
月
以
降
の
相
談
業
務
で
も
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

二
「
識
字
学
級
等
調
査
」
の
概
要

学
習

室
）
と
分
類
し
直
し
、
調
査
結
果
を
分
析
し
た
。

○ 

（
１
）
地
域
別
教
室
数
《
図
１
》

識
字
教
室
（
在
日
朝
鮮
人
対
象
の
一
教
室
以
外
は
同
和
地
区
の
識

字
学
級
）
と
比
較
し
て
、
識
字
・
日
本
語
教
室
や
日
本
語
教
室
は

地
域
差
が
大
き
い
。
識
・
日
教
室
は
一
九
九
○
年
の
国
際
識
字
年

を
契
機
に
府
内
各
地
で
開
設
さ
れ
て
き
た
公
民
館
等
で
の
「
日
本

語
読
み
書
き
教
室
」
を
多
数
含
む
が
、
大
阪
市
に
多
い
の
は
、
市

が
識
字
・
日
本
語
施
策
を
推
進
中
で
「
識
字
・
日
本
語
交
流
教
室
」

を
計
画
的
に
開
設
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
北
摂
地
域
に
日
本
語

教
室
が
多
い
の
は
、
在
住
外
国
人
の
日
本
語
学
習
支
援
に
行
政
と

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
以
下
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
そ
れ
ぞ
れ
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
２
）
主
催
・
運
営
状
況
《
図
２
》

行
政
主
導
型
の
識
字
、
識
・
日
教
室
に
対
し
、
日
本
語
教
室
は

調
査
結
果
を
質
問
項
目
別
に
集
計
し
、
大
阪
府
内
各
教
室
の
開

催
状
況
、
学
習
者
と
支
援
者
の
現
状
に
大
別
し
、
教
室
の
実
態
が

わ
か
る
よ
う
に
で
き
る
だ
け
項
目
に
則
し
て
分
析
し
た
。

１
識
字
、
識
字
・
日
本
語
、
日
本
語
の
各
教
室
開
催
状
況

三
調
査
結
果
の
分
析

部落解放研究ND15920048
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様
々
な
経
緯
で
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、
主
催
・
運
営
共
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
い
る
。
運
営
に
際
し
大
半
の
教
室
で
主
催

者
・
講
師
ま
た
は
（
以
下
、
／
で
示
す
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

運
営
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
識
字
教

室
で
は
運
営
委
員
会
に
学
習
者
代
表
も
参
加
し
て
い
る
。

（
３
）
会
場
《
図
３
》

八
割
の
識
字
教
室
が
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
、
高
齢
者

や
障
害
者
対
象
の
教
室
は
地
区
内
の
高
齢
者
や
障
害
者
の
た
め
の

福
祉
施
設
、
地
区
外
の
人
も
学
ぶ
教
室
は
地
区
外
の
公
民
館
等
を

利
用
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
識
・
日
、
日
本
語
教
室
は
公
民
館
、

地域別教室数図１

弱
釦
溺
如
帽
Ⅶ
５
０

大阪市北摂泉州河内

主催・運営状況図２

釦
印
扣
釦
、
、
０

厩

（
日
本
語
教
育
委
託
挫
凹
）

主
催
・
運
営

（
民
間
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〉

主
価
・
通
愈

（
国
際
交
流
阻
会
・
団
体
）

主
雌
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
逝
営

｛
国
際
交
流
協
会
・
団
体
）

主
催
・
運
営

（
行
政
）
主
航
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

逝
酋
・
呑
画

（
行
政
）
主
怖
・
通
営

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
市

役
所
、
国
際
交
流
協
会
施
設
、
公
立
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の

図
書
室
や
生
涯
学
習
ル
ー
ム
等
、
高
齢
者
福
祉
施
設
、
地
域
の
共

同
利
用
施
設
、
府
営
団
地
集
会
所
等
の
地
区
外
公
共
施
設
を
利
用

す
る
一
方
で
、
識
字
学
級
か
ら
分
離
し
た
識
・
日
、
日
本
語
教
室

の
大
半
は
地
区
内
施
設
を
利
用
し
て
い
る
。
民
間
施
設
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
団
体
施
設
、
キ
リ
ス
ト
教
団
体
施
設
、
仏
教
寺
院
、
私
設
図
書

館
、
都
市
整
備
公
団
団
地
集
会
所
等
で
あ
る
。

（
４
）
教
室
開
催
曜
日
・
時
間
帯
《
図
４
》

曜
日
・
時
間
帯
・
レ
ベ
ル
別
に
ク
ラ
ス
を
分
け
て
い
る
教
室
も

場〈玄

図３

、
釦
印
⑩
釦
、
⑩
０ ! 

地
区
外
公
共
施
設

同
和
地
区
内
公
共
施
股

国
際
交
流
協
会
団
体
施
設

民
間
施
設

戸

』

可 ｜廓鈩的 ii「

、
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が
少
な
い
の
は
、

月
一
～
三
回
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
日
本
語
教
室
は
曜
日
・
時

間
帯
の
設
定
が
多
様
で
、
一
定
期
間
の
月
～
金
ま
た
は
週
二
、
三

回
通
学
す
る
教
室
や
随
時
学
べ
る
教
室
な
ど
、
学
習
者
に
と
っ
て

選
択
の
幅
が
広
い
。
全
体
的
に
行
政
主
催
教
室
は
学
期
制
が
多
く
、

教室開催曜図４ 日・時間帯

４
２
０
８
６
４
２
０
 

１
１
１
 

際

月月月火火火水水水木木木全金全土士土日日月随週月
１時２１

午午夜午午夜午午夜午午夜午午夜午午夜午午金、Ｉ
前後間前後間前後間前後間前後間前後間前後３３

回回

あ
る
の
で
、
ク
ラ

ス
展
開
状
況
を
グ

ラ
フ
で
表
し
た
。

火
・
水
・
木
・

金
の
夜
間
が
多
い

の
は
、
こ
れ
ら
の

教
室
が
主
に
昼
間

働
き
夜
間
に
学
ぶ

成
人
の
学
び
の
場

で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
月
曜

日
に
少
な
い
の
は

会
場
の
多
く
が
休

館
日
の
た
め
で
あ

る
。
土
・
日
に
日

本
語
が
多
く
、
識

字
、
識
・
日
教
室

民
間
／
国
際
交
流
協
会
主
催
教
室
は
年
末
・
年
始
を
除
く
通
年
開

催
が
多
い
。

学
習
者
の
一
党
入
れ
は
、
期
間
限
定
で
入
門
レ
ベ
ル
だ
け
の
一
部

の
識
・
日
、
日
本
語
教
室
以
外
、
ど
の
教
室
も
原
則
的
に
随
時
可

能
で
あ
る
。
学
習
期
間
は
、
｜
部
の
教
室
以
外
、
制
限
は
な
い
。

（
５
）
広
報

各
教
室
の
様
々
な
方
法
を
大
き
く
四
分
類
し
た
。

①
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
、
教
室
／
団
体
の
機
関
紙
等
の
作
成
・
配

布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
・
掲
載
、
街
頭
宣
伝
車
で
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
等
、
教
室
主
催
・
運
営
者
に
よ
る
主
体
的
行
動
。

②
行
政
広
報
誌
、
地
域
情
報
誌
、
新
聞
地
域
版
等
へ
の
掲
赦
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
の
放
送
等
、
地
域
の
情
報
媒

体
を
活
用
。

③
壁
新
聞
や
「
え
ん
ぴ
つ
ポ
ス
タ
ー
」
の
展
示
、
地
区
の
文
化
祭

で
の
作
品
展
示
・
発
表
、
創
作
劇
の
上
演
、
教
室
便
り
や
絵
手

紙
を
送
る
等
、
学
習
成
果
を
発
表
。

④
学
習
者
や
支
援
者
等
教
室
関
係
者
を
通
し
て
の
口
コ
ミ
勧
誘
。

日
本
語
教
室
は
行
政
／
民
間
を
問
わ
ず
主
催
・
運
営
者
が
チ
ラ

シ
作
成
・
配
布
や
地
域
情
報
誌
へ
の
掲
載
等
積
極
的
で
あ
る

が
、
識
字
、
識
・
日
教
室
は
行
政
に
よ
る
広
報
に
頼
る
傾
向
が

あ
る
。
学
習
成
果
発
表
は
地
域
密
着
型
の
識
字
、
識
・
日
教
室

に
多
い
が
、
日
本
語
教
室
で
少
な
い
の
が
対
照
的
で
あ
る
。

部落解放研究Nnl5920048
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6２ 

表１ 参加者 （
１
）
参
加
者
《
表
１
》

識
字
教
室
と
比
較
し
て
、
識
・
日
、
日
本
語
教
室
の
盛
況
ぶ
り

が
よ
く
わ
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
の
支
援
者
一
人
あ
た
り
学
習

者
数
が
全
体
平
均
値
一
・
七
に
近
い
の
は
、
大
部
分
の
教
室
が
三

対
二
を
基
本
に
指
導
／
支
援
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
学
習
者
出
身
国
・
地
域
別
割
合
《
図
５
》

識
字
・
日
本
語
学
習
希
望
者
に
と
っ
て
最
も
効
果
的
な
方
法
は

口
コ
ミ
で
あ
る
が
、
前
提
条
件
と
し
て
信
頼
関
係
が
必
要
で
、
時

間
が
か
か
る
な
ど
課
題
も
多
い
。

２
学
習
者
と
支
援
者
の
現
状

■節■■圃一
■丙、回而■￣
■面■

学習者出身国・地域別割合図５

ブ
イ 国
％

軸国・朝鮮
１８％ 

識
字
・
日
本
語
学
習
者
の
な
か
に
は
、
中
国
帰
国
者
、
南
米
の

日
系
人
、
日
本
に
帰
化
し
た
韓
国
・
朝
鮮
人
、
国
際
結
婚
の
外
国

人
配
偶
者
、
帰
国
子
女
等
、
国
籍
と
民
族
が
必
ず
し
も
一
致
し
な

い
人
々
が
多
い
の
で
、
国
籍
や
民
族
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
「
出

身
国
・
地
域
」
で
分
類
し
た
。

外
国
人
登
録
者
数
（
大
阪
府
二
○
○
一
一
年
一
二
月
一
一
二
日
現
在
）

で
は
一
位
の
韓
国
・
朝
鮮
籍
二
五
万
一
八
七
○
人
）
と
二
位
の

中
国
籍
（
三
万
四
一
○
五
人
）
の
間
に
大
差
が
あ
る
が
、
学
習
者

数
で
逆
転
し
て
い
る
の
は
、
一
世
と
日
本
生
ま
れ
の
二
、
三
世
が

多
い
韓
国
・
朝
鮮
籍
／
出
身
者
に
対
し
、
中
国
籍
／
出
身
者
は
結

婚
／
就
学
／
研
修
／
永
住
帰
国
等
で
来
日
し
た
新
渡
日
者
が
圧
倒

図６ 出身地別学習者(日本対外国）
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大阪府の識字・日本語教室の現状と課題6３ 

（
４
）
年
代
別
学
習
者
数
《
図
７
》

識
・
日
教
室
は
、
高
齢
者
が
中
心
の
識
字
教
室
と
、
二
○
代
、

三
○
代
が
圧
倒
的
に
多
い
日
本
語
教
室
の
傾
向
を
、
文
字
通
り
併

せ
持
つ
結
果
と
な
っ
た
。

（
５
）
女
性
学
習
者
《
表
２
》

年
代
別
学
習
者
の
グ
ラ
フ
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
「
識
字
」
は

同
和
地
区
の
高
齢
者
世
代
の
女
性
に
対
す
る
複
合
差
別
に
起
因
す

る
問
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

の
一
強
、
韓
国
・
朝
鮮
出

出
身
者
が
約
五
割
で
あ
る

（
４
）
年
代
別
学
習
者
数

的
に
多
い
こ
と
に
よ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
は
工

場
研
修
生
（
二
○
代
の
男
性
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
出
身
者
は
結

婚
で
来
日
し
た
女
性
が
多
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
出
身
者
（
日

系
人
）
は
工
場
労
働
者
が
多
く
、
米
国
出
身
者
は
英
会
話
講
師
、

台
湾
か
ら
は
仕
事
や
結
婚
等
で
来
日
し
た
人
が
多
い
。

〈
３
〉
出
身
地
別
学
習
者
数
（
日
本
対
外
国
《
図
６
》

識
字
教
室
の
外
国
出
身
学
習
者
（
主
に
韓
国
・
朝
鮮
）
は
少
数

で
あ
る
が
、
識
・
日
教
室
は
、
外
国
出
身
者
（
韓
国
・
朝
鮮
、
中
国
、

そ
の
他
国
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
約
三
分
の
二
の
出
身
国
・
地
域
と

と
も
に
学
習
者
の
就
業
状
態
（
無
職
も
含
む
）
が
多
様
で
、
地
域

に
お
け
る
多
文
化
・
多
民
族
共
生
学
習
実
践
の
場
と
し
て
今
後
の

動
向
を
注
視
し
た
い
。
日
本
語
教
室
で
は
中
国
出
身
者
が
約
三
分

の
一
強
、
韓
国
・
朝
鮮
出
身
者
が
約
一
割
強
、
そ
の
他
国
・
地
域

｡ 

識
・
日
教
室
で
は
韓
国
・
朝
鮮
人
一
世
女
性
や
日
本
人
と
結
婚

し
た
新
渡
日
外
国
出
身
女
性
が
多
数
学
ん
で
い
る
の
で
、
就
労
／

研
修
／
留
学
／
就
学
目
的
の
新
渡
日
外
国
出
身
男
性
が
多
い
日
本

語
教
室
に
比
べ
て
女
性
の
比
率
が
高
い
。

（
６
）
支
援
者
の
構
成
と
資
格
・
条
件
《
図
８
》

行
政
に
よ
る
補
償
教
育
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
識
字
学
級
は
、

現
在
も
主
に
現
職
小
中
学
校
教
員
が
指
導
し
て
い
る
が
、
平
日
昼

間
の
教
室
で
は
元
教
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
講
師
と
な
っ
て
い
る

図７ 年代別学習者数

、
”
珈
伽
迦
汕
、
０

關
ＭＭＩ鵠駕臘鰡鶴閣閣
未代代代代代代代以
滴上

表２ 女性学習者
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6４ 

支援者の構成図８

し
、
書
道
・
パ
ソ
コ
ン
学
習
が
中
心
の
教
室
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
家
が
委
託
を
受
け
て
指
導
し
て
い
る
。
日
本
語
教
室
は
、
有
資

格
日
本
語
教
師
／
養
成
講
座
四
二
○
時
間
修
了
者
が
専
門
的
に
指

導
す
る
所
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
対
一
か
グ
ル
ー
プ
形
式
で
学

習
支
援
す
る
所
に
大
別
さ
れ
る
。
識
・
日
教
室
は
元
教
員
の
参
加

が
多
く
、
主
催
者
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
で
支
援
者
を

確
保
し
て
か
ら
教
室
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
場
合
も
多
い
。
因
み
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
構
成
は
専
業
主
婦
、
退
職
者
、
自
営
業
者
、
会

社
員
、
パ
ー
ト
勤
務
者
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
公
務
員
、
教
員
、
大
学

■
１
１
鞭
等
多
彩
三

扣
釦
釦
仙
釦
如
扣
０

關

２
日
本
語
教
育
有
資
格
者
等

３
委
託
識
師

１
現
職
・
元
職
員

４
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

５
現
・
元
教
員
十

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
混
成

る
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
受
入
れ

に
関
し
て
、

識
・
日
、
日
本

語
教
室
は
、
識

字
教
室
に
比
べ

開
放
的
で
、
六

割
強
が
随
時
／

必
要
時
／
定
期

的
に
一
党
入
れ
て

い
る
。

学
習
者
の
減
少
に
よ
り
統
廃
合
さ
れ
た
識
字
学
級
も
あ
る
が
、

夜
間
の
通
学
が
危
険
で
足
が
遠
の
く
高
齢
女
性
学
習
者
も
多
い
の

で
時
間
帯
を
日
中
に
変
更
し
た
り
、
幾
つ
か
の
実
施
例
が
あ
る
よ

う
に
地
区
の
高
齢
者
福
祉
施
設
に
開
設
し
た
ら
参
加
者
が
増
え
る

と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
顔
を
知
ら
れ
て
い
る
同
じ
地
区
の
教
室

へ
は
心
理
的
に
行
き
辛
い
識
字
学
習
希
望
者
が
少
な
か
ら
ず
い
る

こ
と
に
教
室
関
係
者
が
苦
慮
し
て
い
る
が
、
行
政
側
で
も
周
辺
の

識
字
、
識
・
日
教
室
の
情
報
を
広
報
し
た
り
隣
接
市
町
村
と
も
協

力
し
て
、
地
区
外
の
学
習
希
望
者
も
含
め
て
相
互
に
学
習
者
を
受

入
れ
る
態
勢
作
り
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
最
近
は
、
不
登
校
中

学
生
や
不
登
校
の
ま
ま
中
学
校
を
形
式
卒
業
し
た
若
年
層
の
学
力

保
障
の
場
と
し
て
識
字
教
室
を
捉
え
直
す
動
き
が
あ
り
、
す
で
に

取
り
組
ん
で
い
る
所
が
あ
る
。

外
国
出
身
者
は
、
家
族
や
知
人
に
日
本
語
が
わ
か
る
人
が
い
な

い
と
情
報
が
届
か
ず
、
教
室
へ
た
ど
り
着
け
な
い
場
合
が
多
く
、

市
町
村
の
外
国
人
登
録
窓
口
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
催
教
室
も
含

め
て
の
情
報
提
供
が
望
ま
れ
る
。

１
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
べ
る
よ
う
に

四
課
題
解
決
に
向
け
て

ＳＦ lTT1i5E ０Ｆ １F ｉｍ－１ 



大阪府の識字・日本語教室の現状と課題6５ 

識
字
学
級
や
行
政
主
催
の
識
・
日
、
日
本
語
教
室
で
は
、
基
本

的
に
学
習
者
・
支
援
者
と
も
参
加
費
・
教
材
費
の
負
担
は
な
い

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
催
の
日
本
語
教
室
で
は
会
場
費
・
運
営
費

等
負
担
が
重
く
、
学
習
者
・
支
援
者
が
共
に
参
加
費
を
出
し
た
り

日
本
語
テ
キ
ス
ト
等
の
教
材
を
学
習
者
に
自
己
負
担
（
持
参
か
購

入
）
さ
せ
る
場
合
が
多
い
。
識
字
学
級
や
一
部
の
識
・
日
教
室
の

講
師
、
日
本
語
教
室
の
有
資
格
講
師
に
は
主
催
者
か
ら
謝
礼
が
出

て
い
る
が
、
大
部
分
の
識
・
日
、
日
本
語
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
は
な
い
。
一
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
交
通
費
だ
け
出
て
い
る

が
、
識
字
講
師
と
比
べ
、
自
己
研
鑛
に
も
熱
心
な
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
対
す
る
何
ら
か
の
報
酬
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
二
○
○
三
年
秋
の
「
日
本
語
教

育
大
会
関
西
大
会
」
で
河
合
隼
雄
文
化
庁
長
官
か
ら
、
学
習
者
も

負
担
す
る
の
が
よ
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
が
、
学
習
者
の
事
情
も

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の
で
一
様
に
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
と
恩

二
○
○
一
一
一
年
三
月
一
四
日
時
点
で
、
府
内
四
市
七
町
一
村
に
は

識
字
、
識
・
日
、
日
本
語
教
室
が
い
ず
れ
も
な
く
、
大
阪
市
内
六

区
で
も
同
様
の
状
況
で
あ
っ
た
。
文
字
の
読
み
書
き
や
日
本
語
に

不
自
由
し
て
い
る
多
く
の
人
々
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
教
室
が
各

地
域
で
も
っ
と
増
え
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

２
参
加
者
の
負
担
と
行
政
支
援
《
図
９
》

学
校
完
全
週
五
日
制
等
で
学
校
教
員
が
多
忙
に
な
り
識
字
講
師

を
確
保
し
難
い
状
況
の
も
と
、
大
阪
市
で
は
識
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開
催
し
、
講
座
終
了
者
が
教
室
で
支
援
者
（
パ
ー
ト

ナ
ー
）
と
し
て
活
動
し
始
め
て
い
る
。
識
・
日
／
日
本
語
教
室
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
に
積
極
的
な
行
政
体
（
市
）
・
国
際
交
流
協

会
・
民
間
団
体
は
、
養
成
講
座
や
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
講
座
を
定

期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

行
政
主
催
教
室
で
は
教
室
担
当
者
（
施
設
の
職
員
）
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
役
も
兼
ね
て
い
る
場
合
が
多
い
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
な

図９ 行政支援３
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
役
割

釦
釦
扣
釦
如
Ⅶ
０

鰯
２３４ 

支迩支運一支
援宮援営部援
有を有を支無
含除担
む<有
全全
面般

注：全面支援とは、通常・事務・会場・教

材・教具・コピー費等をすべて含み、

一部支援とは、会場・コピー費等に対

するものが多い。

う
。
識
字
学

習
者
・
講
師

と
比
べ
て
何

か
と
負
担
が

大
き
い
日
本

語
学
習
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
す
る

様
々
な
形
の

行
政
支
援
を

期
待
す
る
。

部落解放研究Nnl59200u18
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所
と
し
て
も
重
要
な
意
義
が
あ
る
。

平
日
昼
間
の
教
室
に
は
二
○
～
三
○
代
の
子
育
て
中
の
女
性
日

本
語
学
習
者
が
子
ど
も
（
幼
児
）
連
れ
で
来
て
い
る
が
、
保
育
ス

タ
ッ
フ
の
い
る
保
育
室
が
あ
る
の
は
数
教
室
だ
け
で
、
子
ど
も
連

れ
可
の
教
室
は
多
く
の
場
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
教
室
担
当
者
が

子
ど
も
た
ち
を
遊
ば
せ
て
い
る
。
保
育
態
勢
の
整
備
は
子
育
て
中

の
女
性
学
習
者
だ
け
で
な
く
、
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
促

す
こ
と
に
も
な
る
。

二
○
○
二
年
四
月
か
ら
文
化
庁
委
嘱
事
業
と
し
て
「
お
や
こ
で

に
ほ
ん
ご
」
教
室
が
豊
中
市
・
富
田
林
市
・
羽
曳
野
市
で
始
ま
っ

た
が
、
こ
の
よ
う
な
教
室
が
各
地
で
増
え
る
こ
と
を
願
う
。
小
・

中
学
生
・
高
校
生
の
た
め
の
日
本
語
教
室
も
府
内
に
三
教
室
あ

り
、
学
校
の
補
習
教
室
、
母
語
の
学
習
の
場
、
そ
し
て
良
い
居
場

日
教
室
で
身
体
介
護
・
介
助
が
必
要
な
場
合
が
多
い
。
介
護
ス
タ

し
で
問
題
が
な
い
教
室
も
あ
れ
ば
、
支
援
者
同
士
の
共
通
理
解
が

で
き
て
い
な
い
と
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
る
よ
う
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

が
必
要
な
教
室
も
あ
る
。
中
国
帰
国
者
が
多
い
幾
つ
か
の
教
室
で
、

中
国
出
身
の
女
性
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
が
参
加
者
を
上
手
に
ま
と

め
、
良
き
相
談
相
手
と
な
っ
て
い
る
。

識
字
学
習
者
は
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
が
多
く
、
識
字
、
識
．

４
参
加
者
す
べ
て
に
や
さ
し
い
教
室
を

今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
地
域
レ
ベ
ル
の
国
際
化
が
進
む
な
か

で
府
内
の
行
政
体
や
民
間
人
・
団
体
の
対
応
・
活
動
状
況
と
同
時

に
、
文
字
の
読
み
書
き
や
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る

多
く
の
人
々
の
存
在
を
あ
ら
た
め
て
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
識
字

指
針
や
識
字
・
日
本
語
施
策
を
策
定
し
実
施
中
の
行
政
体
（
市
）

が
多
い
大
阪
府
で
あ
る
が
、
国
家
行
政
の
枠
組
み
が
「
識
字
は
文

部
科
学
省
、
日
本
語
は
文
化
庁
」
と
縦
割
り
で
あ
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
室
が
抱
え
る
課
題
を
抜
本
的
に
解
決
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
。
「
よ
み
・
か
き
・
こ
と
ば
」
は
基
本
的
人
権
で
あ
り
、
「
識

字
・
日
本
語
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
大
阪
府
・
大
阪
市
か
ら
縦

割
り
行
政
の
壁
が
崩
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
望
む
次
第
で
あ
る
。

ツ
フ
が
い
る
の
は
四
教
室
の
み
だ
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
教

室
で
は
障
害
者
が
多
数
参
加
し
て
い
る
。
あ
る
日
本
語
教
室
で
車

椅
子
の
六
○
代
男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
会
っ
た
が
、
識
字
・
日

本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
高
齢
者
も
増
え
つ
つ
あ
る
な
か
、
も

っ
と
多
く
の
教
室
で
の
介
護
，
介
助
態
勢
の
充
実
を
望
む
。

五
お
わ
り
に




